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研 究 主 題

「運動の課題を自ら解決 していく学習活動への支援の工夫」
一生徒が主体的に立てる学習計画を通 して一

1研 究主題 について

1主 題設定 の理 由

新学習指導 要領 にお ける中学校保健体育科 の改訂 の趣 旨の中で、体育 につ いて は、 「自 ら

運動 をす る意欲 を培 い、生 涯にわた って積極的 に運動 に親 しむ資質 や能力を育成す るとと も

に基礎 的な体 力を高 め ることを重視 す る」 と記述 され ている。

この ことは、 自 ら運動 す ることが好 きにな り、健康的 な生活習慣 を身 に付 けて い くことが

主 眼 とな ってい る。現在、運動 に興味 を もち、活発 に運動・を しよ うとす る生徒 と運動 に対 し

て苦手意識 を もち、運動 その ものを嫌が る生徒 の両者が存在 して いる中で、運 動が本来 もっ

てい る楽 しさを生徒 自ら味 わ うことがで きるよ うにす る ことが必 要であ る。

本研究 は、 自 ら運動 をす る意欲 を培 うために、生涯 にわ たって積極的 に運動 に親 しむ資質

や能力 を育成す る観点か ら、各種 の運動 の合理的 な実践を通 して、課題 を解決 す る学 習活動

を重視 し、そ の学習活動へ の適切 な教師 の支援 によって生徒 の運 動 に対 す る意 欲 が高 ま り、

生涯 にわ たって積極的 に運動 に親 しむ資質や能力を育成 す ることにっ なが る と考 え、本 主題

を設定 した。

また、生徒 自 ら課題 を見っ け、その解決 に向 けて取 り組 む内容 を学 習計画 とし、 この学習

計画を生 徒 自身が主体 的 に立て実践 し、改善 や見 直 しを図 りなが ら展 開す る学習活動 を学 び

方 とと らえた。

新学 習指導 要領 に も示 されて いるこの学 び方 への教 師の支援 が本研究 の重要 なキーポイ ン

トにな ると考えて いる。

生 涯にわたる豊 かなスポーツライフ

r
生涯にわたって積極的に運動に親 しむ資質や能力の育成

千
Il

運動す る意欲 運動の楽 しさや喜び

▲ ▲

課 題 を 解 決 す る 学 習 の 重 視
〈

教師の支援
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皿 研究の概要

本研究 は、選 択制授業 にお ける課題 を解決 す る学習 を中心 と した生徒 によ る学 習計画の作成

とその計 画に基 づ き、 自己の課 題を解決 す るための学 び方 に主 眼を置いて進 めた もので あ る。

1研 究 のね らい

選択制授 業 にお いて、 課題を もち、 その課題 を 自ら解決 してい く自主 的 ・自発 的な学 習活

動 の一層 の充実 を図 るため に、各運動 の特性 に応 じた学 び方 への支援 の工夫 を本研究 のね ら

い と した。

2研 究 の仮 説

仮説 の設 定 に当た り、選択制授業 を実施 してい る学校 の生徒及 び教員 を対象 に選択制授業

の意識 ・実 態調査を実施 した結果 、生 徒 自 ら学 習計 画を立 て る授業 をや ってみた いとす る回

答 が多か った。 そ の際 に、生徒 は、教 師の ア ドバ イスや友達 との協 力、学 習計 画を立て るた

めの資料等 を求 めてお り、 この ような点を重視 して課題の解決 に向 けた学 び方 へ の支援を探

りなが ら主 題 に迫 るため に次の ような仮説を設 定 した。

生徒 自 ら課題を見っ け、課題の解 決 を図 るための学習計画の作成 とその計画 に基づ く

活動への支援 を工夫すれ ば、生徒が学習 の進め方や学 び方を知 り、 自 ら運動の課題 を解

決 して い く学習活動がで きるよ うにな る。

3学 び方の内容 に関す る考え方

運 動の学 び方の内容を重視す る ことか ら、すべての運動領域 にお ける学習内容 には、技能、

態度の内容 に新 たに学 び方 の内容が加わ り、3っ が示 され た。

本研究 にお いて は、 この学 び方 の内容 を次 のよ うに考え た。

(1)創 意工夫を生か した学習計画 を作成す る ことがで きる。

① 自己の能力 に応 じた目標 を設定す る ことがで きる。

② 学 習 に見通 しを もっ こ とがで きる。

(2)自 ら作 成 した学習計画 を実践す ることがで きる。

① 今 もって いる力を発揮す る ことがで きる。

② 個 人や チームの課題 を見っ けることがで きる。

③ 課題 の解決 に向 けて、学習活動(練 習、 ゲーム等)を 工夫す る ことがで きる。

④ 仲 間 と教え合 った り、励 ま し合 った り、協力 し合 った りす るこ とが で きる。

⑤ 学 習活動の状 況やそ の成果を 自己評価 ・相互評価す る ことがで きる。

(3>新 たな課題を見っ けるなど して、学習計画 の改善 や見直 しをす る ことがで きる。

(4}見 直 した学 習計画を実践す ることがで きる。

【本研究 における学 び方 の内容】

学習計画の作成 学習計画の実践 学習計画の改善や見直し

目標 ・学習へ の見通 し 課題 ・工夫 ・仲間 ・評価

見直 しした学習計画の実践
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4研 究の構想図

〈研究主題〉
運動の課題を自ら解決 していく学習活動への支援の一E夫
生徒が主体的に立てる学習計画を通して

13-

〈研究のねらい〉
選択制授業において、課題をもち、その課題を自ら解決 していく自主的 ・自発的な学習活動の一層
の充実を図るために、各運動の特性に応 じた学び方への支援の工夫を研究する。

●自ら考え工夫することにより
運動の特性に触れる楽しさや
喜びをより深 く味わえる生徒

一4

〈 目指す生徒像〉
●自己の能力に適した課題を見
つけ、その課題解決を目指し
て主体的に学習活動を計画 し、
展開できる生徒

●助 け合い学び合 い等仲間 と
協力して課題解決を図ること
ができる生徒

畢
く研究の仮説〉

生徒自ら課題を見つけ、課題の解決を図るための学習計画の作成とその計画に基づく活動への支援を工夫
すれば、生徒が学習の進め方や学び方を知 り、自ら運動の課題を解決していく学習活動ができるようになる。

↓一
学習計画作成への支援

畢 a

学習計画に基づく活動(実践)への支援

○自己の能力に
応じた目標の
設定

○学習への見通
し

既醤経験からの気付
きへの支擾

情報収集 ・活用
への支擾

○自己のもって
いる力の発揮

○課題解決に向
けた学習活動
の工夫

"

い
い

い
合
合

合
し
し

び
ま
力

学
励
協

○

紮 砺 への 薔鶴 麦蓬能
学び合いへの
支援

〈鰯 鵡轟 葡 ン繁 〉

O運 動のもっている特性に触れなが、今
もっている力でゲームを十分に楽 しめ
るためのルールの工夫や場の工夫等に
よる学習への支援
Oチ ームの課題や自己の能力に適 した課
題の解決に取 り組み、必要な技能を身
に付けて高めていく学習への支援
O攻 防の作戦に適した集団的技能 ・個人
・技能を活用できる学羽へのT.

O今 もっている力でできる技を条件等を変えてもよ
りよくできるようにする学習への支援
O新 しい技を身につけるために段階的 ・系統的に練
習の仕方を工夫できるようにする学習への支援O
円滑な技の組み合わせを工夫できるようにする学
習への支援
O個 人や集団で技を組み合わせて演技し、よりよく発表
できるようにする学習への支援

〈研究の方法 ・内容〉
運動領域から 「球技」と 「器械運動」を取り上げ、研究を進める。
生徒が髪習計画を立てる授業についての意識 ・実態調査を行い、集計結果から実態と課題等にっいて
考察を行う。

難 灘 雛 毒灘 講籍辮 難簾 癖 鵬 麦凱 夫を探る・
「球技」及び 「器械運動」領域で、支援の工夫を中心とした実証授業を行う。
実証授業の結果か ら研究全体を考察し、研究の成果と今後の課題を明 らかにする。
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皿 研究の内容

1基 礎研究

(1)運 動 の課題 の とらえ方

運動 の楽 しさや喜 びを追求 す るためには、生徒 自 ら自己の能力 に適 した運動 の課題 を把

握す る ことが大切 であ る。運動 の課題 の多 くは、技能面 か らの課題 が主 とな りがちであ る

が、学 び方 や態度面 か らの課題 を もっ ことが重要 である。

特 に、本研究 で は、生徒 が主体 的に立 て る学習計画 がポイ ン トとな ってお り、学 び方 に

関す る課題 の把握 が必要 であ る。 また、 グループでの学習活動 を展 開 して い るため、態度

面 での課題 の把握 も欠 かす ことがで きない。

(2)自 ら課 題を解決 して い くための学習過程

課題把握 に始 ま り、その課題 を解決 して い くために学習計画 を立てて取 り組 む学習活動

につ いて は、次 のよ うに学習過程 を考え た。

学 習1 ☆用意された運動の中か ら、自己の興味 ・関心及び能力 ・適性、

既習経験等によって運動を選択する。

)

17

学 習1 レ ☆ね らい1

〈今もっている力で運動を楽 しむ段階〉
・自己の力にあった学習計画を立て、練習やゲーム、発表を行

う。

▼

i

☆ねらい2

〈高まったカに応 じて新 しい工夫を加えて運動を楽 しむ段階〉

・高まった力を基に学習計画の見直 しを図り、その力 に合った

練習やゲーム、発表を行 う。

i

ま と め1 学習の成果の発表 と適切な自己 ・相互評価を行 う。レ1
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(3)学 習計画作 成 まで の過程

選択 制授業 にお いて生徒 が 自発的 ・自主 的 に学習 を進 め るためには、① 自己の能力 や体

力、技能等 の把握(自 己理解)② 適切 な課題 を発見 する場(試 しのゲーム等)の 設定③運

動 の特性 と学 習のね らいの理解 が大切 であ る。特 に学 習のね らい は、 指導 す る教 師が 的確

に示 す ことによ って、生徒 が学習 に対す る見通 しを もっ ことがで きる。

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ○ 単 元 計 画 ・学 習 内 容 の理 解

■囲 学 習 計 画 の 作 成

1
1学 習 計 画 の 実 践 「

↓
活 動 及 び 学 習 状 況

の 確 認 ・ 自 己 評 価

↓
[学 習計画 の改善 ・見直 し1

○ 学 習 のね らい ・学 習 の 流 れ ・進 め 方 ・条 件 の理 解

○ 領 域 ・種 目 の選 択

○ グ ル ー プづ く り

○ グル ープ内の役割 の決定

○課題 を解決す る学 習(課 題 の発見 、課題の解決への取組等)

○個人 ・グル ープの課題 の解決 に向けた学習活動 の立案

○生徒 同士が学 び合 う場 の設定

○運動 の特性 に触 れ る喜 びや楽 しさを味 わえ る工夫

○学習 カー ド・学習資料 ・グループノー トの活用

○ 自己 ・相互評価活用

○新 たな課題 の発見

(4}支 援 の概 念

用 語 的 に は、 「他 人 を 助 け る」 「援 助 」 等 の言 葉 と して 用 い られ て い るが 、本 研 究 に お い

て は、 平 成10年 度 の研 究 員 が 概 念 規 定 した もの を 基 に、 次 の よ う に考 え た。

☆生徒一人一人が、本来 もって いるよさや可能 性 に気付 き、 自らの資質 や能 力を伸 ば

す ための教 師の営み

また、生 徒が本来 もって いるよさや可能性 に気付 くことは、教 師の 日常 的なかかわ りか

らくる生徒理解 が根底 にあ る。教 師の十分 な生徒理解 と生徒個 々の体力 や技能等 の適切 な

把握 が、教 師の支援 を支 え るもの として押 さえた。

2支 援の観点 と予想 され る効果

(1}教 師 の支援 の観点

選択制授業の実施上 の課題の一 っ に、生徒の学習 に対 す る主体的な態度 の育成が上 げ ら

れ る。 生徒 自 ら主体 的 に学習 に取 り組む態度 を育て るために は、生 徒一 人一 人 が 自己 に適

した課題を把握 し、 その課題 の解 決 に向 けて学 習活動 を展 開す る中で、 明確 な観点 に基 づ

いた教 師の支援 が最大 の ポイ ン トであ る。
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本研究 で は、保健体育 の授業 において、課題 を解決 す る学習 の充実 を図 るため に、生徒

自身 が学習計 画を立 て、 その学 習計画 を支 え るための教 師の支援 の工夫 について考 えてみ

た。 そ こで、生徒 の主体 的な学 習の基 とな る学習計画 への支援 を以下 の観点 か ら考 え、研

究 を進 めた。

① 学習計 画作成 への支援 の観点

ア 既習経験 か らの気付 きへの支援

iLの 運動経馴 ⇒1自 己能力の把剃 ⇒ 醐 な課題の発見

イ 情報収集 ・活 用への支援

1情報や資料の活用の仕方の理解 ⇒ 適切な学習計画の作成

② 学習計 画 に基 づ く活 動への支援 の観点

ア 楽 しみ方への支援

1運動 を楽 しんで行 う{→}生 涯体育 への基礎 づ くり

イ 技 の習 得 ・技能 向上への支援

塵 塵 司 ⇒[課 題設定]⇒ 課題の解決への取組
⇒1技 能 向上 ・新 たな気付 き1⇒1自 主性 ・自発性 の向上

ウ 学 び合 いへの支援

1グ ルー プでの学 習 ⇒ 教 え合 い ・励 ま し合 い等1⇒ 豊 かな燗 関係

学び方

学習計画作成への支援

既習経験からの気付きへの支援

☆運動の特性の再認識

☆既習経験からくる的確な自己理解

☆ 自己の能力に適 した課題の把握

☆学習の効率化

情報収集 ・活用への支援1

☆学習内容の理解

☆情報や資料等の活用により、自己に適 し

た学習計画の作成

② 教 師の支援 によって予想 され る効果

学び方への支援

学習計画に基づく活動への支援

楽 しみ方への支援1

☆積極的に運動に親 しむ能力や資質の向上

☆運動の特性 にふれる喜びや楽 しみの増加

技の習得 ・技能向上への支援

☆課題解決による技能の習得

☆新たな技能 の習得への意欲向上

☆達成感 ・成就感による運動意欲の高まり

1学 び合いへの支援

☆相互評価の充実

☆豊かな人間関係づ くりの構築
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3選 択制 授業 の実 施にお ける意識 ・実態調査結果 と考察

(1>目 的:選 択 制授 業を実施 してい る学校 の生徒 と教員 を対象 に、生徒 自 ら立 て る学習計

画等 に関す る意識及 び指導上 の効果 と課題 にっ いて把握す る。

② 対 象:選 択制授業 を実施 してい る公立 中学校保健体育科教員及 び生徒(第1～3学 年

男女)

(3)調 査数:教 員32名 生徒535名

(4)生 徒対象 の調査結果

① 自分 たちで学習計画 を立て る授業 をや って みたいと思 い ますか。

や りた くない

8%

どち らかとい うと

や りた くない
7%

ぜひやってみたい

23%

どち らかという

とや ってみ たい

27%

「ぜ ひや って み た い」 「ど ち ら

か とい う とや って み た い」 と 回

答 した生 徒 を合 わ せ る と50%で

あ る。 ま た、 「ど ち らか と い う

とや り た くな い 」 「や り た くな

い」 と回 答 した生 徒 は合 わ せ て

15%で あ る。

② 自分 たちで学習計画 を立て る場合、 どの よ うに したいと思 いますか。

い くっかの練 習パ

ター ンか ら選 んで

計画 したい
23%

自分 たちだけで計画 したい
28%

先生の ア ドバ イス
を聞 きなが ら計画

した い

45%

「先 生 の ア ドバ イ ス を 聞 きな

が ら計 画 した い」 と回答 した生

徒 が45%で 一 番 多 い数 値 と な っ

て い る。 次 に 、 「自分 た ち だ け

で計 画 した い 」 が28%、 「い く

っ か の練 習 パ ター ンか ら選 ん で

計 画 した い」 が23%の 順 とな っ

て い る。

③ 自分 たちで学 習計画を立 て る場合、仲 間 と相談 すれば うま く計画で きると思いますか。

少 し思 う

393b

う

%

思

59

「思 う」 と回 答 した 生 徒 が59

%と な って お り、 「少 し思 う」

と合 わ せ る と90%以 上 の 生 徒 が

仲 間 と の相 談 で うま く計 画 で き

る と回 答 して い る。
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④ 仲間 とどのよ うな協力 がで きると思 います か。(複 数 回答)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

7

6

5

4

3

2

1

<%)

で きばえの確認 一緒 に練 習 教 え合 う 補助 し合 う

する
その他

「一 緒 に練 習す る」「教 え合 う」

と回 答 した生 徒 が65%を 超 え て

い る。 次 に 「補 助 し合 う」 と回

答 し た生 徒 が48%、 「で き ば え

の 確認 」 が31%の 順 と な っ て い

る。

⑤ 自分 たちで学習計 画を立 て る場合、資料 があれば うま く計画 で きると思 いますか。

「思 う」 と回答 した生 徒 が46

%で あ り、 「少 し思 う」 と回答
少し思う
44%し た生 徒 を合 わせ る と、90%の

生 徒 が 資 料 が あ れ ば うま く計 画

で き る と回 答 して い る。

⑥ 学 習計 画 を立 て る場 合、 どの よ うな人 た ち と グル ー プ を作 りた い と思 い ます か。

特 にない
6%

教えて くれ る

人 と一緒に
10%

技能に関係な く、

好 きな入同士で
53%

「技 能 に 関 係 な く、 好 き な人

同士 で」 と回答 した生 徒 が53%

と一 番 多 い数 値 とな って い る。

次 に 「技 能 が 同 じ く らい の 人 た

ち と」 が28%、 「教 え て くれ る

人 と一 緒 に」 が10%の 順 と な っ

て い る。

⑦ 目標 を達成 す るために、 どのよ うな練 習の工夫 を しますか。(複 数回答)

0

0

0

0

0

0

0

0

7

ハ0

5

4

ら0

2

1

(%)

一,

一

一,,

,,曾,,

58.
63

60・・57

,「P

9曾

39

一,

一

一 ・

27一

9

iiOlIl 1 閣

教 科 書 を 上手 な 人 上 手 な 人 先 生 に ア ビデ オ カ 繰 り返 し その他

見 る を観 察 す に教わ る ドバ イ ス メ ラ等 で 練 習 を す

る して も ら 自分のフォー る

う ムを見 る

「上 手 な 人 に 教 わ る 」 と回 答

した生 徒 が63%と 一 番 多 く、 続

い て 「繰 り返 し練 習 す る」 が60

%、 「上 手 な 人 を 観 察 す る」 が

58%、 「先 生 に ア ドバ イ ス して

も ら う」 が57%の 順 と な って い

る。
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⑧ 器械運動 の授業 で、充実感や楽 しさを感 じるときはどんな ときです か。(複 数 回答)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

(%)

82

,

46
39一 一一一一一

一.一

一..

一 ■

■--幽 ■ ■ 一

幽-.■

・一幽幽

26

13

ir
8

ii
Oll 1

友達 と協 力 で きな か っ 精一杯 が ん 安 全 に気 を ほめ られ た その他
してで きた た技 がで き ば った とき 配 って で き とき

とき た とき たとき

「で きな か っ た技 が で きた と

きに充 実 感 や楽 しさ を感 じ る」

と回 答 した生 徒 が82%で 最 も多

い。 続 いて 「精 一 杯 が ん ば っ た

と き」 「友 達 と協 力 して で き た

と き」 の順 に回 答 した生 徒 が 多

い。

⑨ 球技 の授業で、充実感 や楽 しさを感 じると きはどん なときですか。(複 数回答)

0

0

0

0

0

0

0

0

7
層

6

5

4

9
0

9
Ω

-

(%)

60
一「

　 「

　

一

一 「

}「

56

5047

-.

46

24

7・

ii9111『

友達 と協 試合に勝っ できなかっ 力を 発 揮 ほめ られ 精一 杯 が その他

力 して で たとき た こ とが で きた と た とき ん ば っ た

きた とき で き た と き とき

き

「友 達 と協 力 して で きた と き」

「試 合 に勝 った と き」 「力 を 発 揮

で きた と き」 と回答 した生 徒 が

いず れ も50%を 越 え て い る。

「で き な か っ た こ とが で き た

と き」 と回答 した生 徒 は47%、

「精 一 杯 が ん ば っ た と き」 と 回

答 した生 徒 は46%で あ る。

⑤ 教 員対象 の調 査結果

① 選択制授業 を実施 す る目的 は何 ですか。(複 数 回答)

0

0

0

0

0

0

0

0

7
曜

£
U

F
O

4

0
U

り
白

-

(%〉

63 65

53
一

,

一

一

一

41
一一38

28...

6

ii[ 1 1

自主性 ・ 自分 の 目 興味 ・関 技 の習 得 仲 間 と協 練 習 の仕 その他

自発性 が 標 を もち 心 を もた が よ り可 力 して 取 方 が工 夫

養え る 意欲 的 に せ る こ と 能 になる り組 む ご で きる よ

取 り組 む ができる とが で き うにな る

る

「生 徒 に 興 味 ・関 心 を もた せ

る こ とが で き る」 と回 答 した 教

員 が65%と 最 も多 く、 続 い て

「自分 の 目標 を も ち 意 欲 的 に取

り組 む よ う に な る 」 が63%、

「自主 性 、 自発 性 が 養 え る」 が

53%の 順 とな って い る。
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② 選択制授業 の実施上 の課題 は何 ですか。(自 由記述)

0

5

0

5

0

5

0

5

0

4

0
0

0
0

り
自
9
自
1

1

(%)

L--34.一 一一

38

34..
31

一 一

一 「匿

一 匿

一-

一 一

一.

isis

3

Dll
,

計画が不 好 き な 学習効果 グループ 生徒との 資料作成 その他
十分(選 択 す が薄 い

る)種 目
へ の偏 り

編成が難 かかわり に手間が
しい が少ない かかる

r好 きな(選 択 す る)種 目へ

の偏 り」 「生徒 の活 動 計画 が不

十分」「その他 」「資料 の作 成 に

手間 がかか る」 と回答 した教員

が いず れ も30%を 超 えてい る。

③ 生徒 が学習計画 を立 て る場合、 どのよ うな効果 が期待で きる と思 い ます か。(複 数 回

答)

0

0

0

0

0

0

0

0

7

ρ
0

[
U

4

9
0

り
自

-

(%)

59-「 一■■

63

一

一 「

一 「

一 「

一 「

冒■■ 50

4444

9

一6

ii0 II 1 1

自主性 。 自分 の目 興味 。関 技 の習得 仲間 と協 練習の仕 その他

自発性 が 標をもち、 心 をもた が より可 力 して取 方が工夫

養え る 意欲的 に せること 能 にな る り組む ご で きるよ

活動で き がで きる とがで き うになる
る る

「自分 の 目標 を もち、 意 欲 的

に活動 で きる」 と回答 した教員

が63%で 最 も多 い。

続 いて 「自主性、 自発性 が養

える」 「練習 の仕 方 が工夫 で き

る」 と回答 した教員 が50%以 上

で あ る。

④ 生徒 に学習計画 を立 て させ た場合、 どのよ うな問題点 が考 え られますか。(自 由記述)

0

0

0

0

0

0

0

2
U

【
り

4

0
0

9
Ω

-

(%)

50

56

一

一9

-,

31
2s

22
19..

13

, o 1 1 1

技能的な 時間的な 施設的な 他人に頼 運動量が 計画に時 その他
問題 問題 問題 り、 自主 不足 する 間がかか

的でな く る
なる

「計画 に時間がかか る」「技能

的 な問題(技 能 が高 ま らな いの

で は)」 と回答 した教員 が50%

を超 えてい る。続 いて 「時間 的

な問題(事 前 の準備等)」 「施設

的 な問題」 「他人 にた よ り自主

的 で な くな る」 「運 動 量 が不足

す る」 の順 とな ってい る。
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(6)考 察

① 生 徒

ア 生 徒 自 ら学 習計画を立 て る授業 を 「ぜひや ってみたい」「どち らか とい うとや って

み たい」 と回答 した生徒 が50%い ることか ら、2人 に1人 は、主体的 に学習活動 に取

り組 んでみたい と望 んでい る。

「どち らか というとや りた くない」「や りた くない」 と回答 した消 極 的 な生 徒 に対

して は、適切 な学 習資料 の提示 の もとに、 自ら立て る学習計画の楽 しさを味わわせ る

よ うな教 師の支援 が必要 であ る。

イ 生徒 自らが学 習計画 を立 て る時 には、教師 のア ドバ イスや学習資料 の提供、仲間 と

ともに一緒 に練 習を した り、教 え合 った りす る活動を求 めて いる。

このよ うな生徒 の願 いに応 え るためには、教師 のア ドバ イスや学習資料の内容を生

徒 の実態 に即 した的確 な ものに しなけれ ばな らない。 また、生 徒同士の教え合 い等の

場 を数多 く設定 す る必要が あ る。

ウ 課題解決 に向けての練習 の工夫 につ いて は、「上手 な人 に教 わる」「繰 り返 し練習す

る」「上手 な人を観察 す る」 と回答 した生徒 が多 い ことか ら、 グル ー プやチ ー ム編成

を行 う際 に、高 い技能が身 に付 いて いる生徒 とそ うで ない生徒 とのバ ラ ンスに配慮 し

たグループや チーム編成 を行 う必要があ る。

工 器械運動で の充実感や楽 しさを感 じるときは、「で きなか った技がで きた ときヨと回

答 した生徒が最 も多 く、で きたときの成就感や満足 感を生徒 自ら味わえ るような指導

や支援の工夫が必要で ある。

また、球技 において は、「仲間 と協力 してで きたとき」「試合 に勝 った と き」 「自分

の力を発揮 で きたとき」 と回答 した生 徒が いずれ も半数 を超 えてお り、仲 間づ くりや

チームで作 戦 を立て た り、今 もってい る力を発揮 で きる場 を設定 した りす るな どの教

師の支援 が必要であ る。

② 教 師

ア 多 くの教 師が、「生徒が興味、関心を もって活動で きる」 「自分 の 目標 を もち、意欲

的に活動 で きる」等 を選択制授業 の実施 の 目的 としてい る。 また、生徒 が学習計画 を

立て る場合 に期待 で きる効果 について も同様 に考 えている教師が多 い。

このよ うな ことか ら、生徒 の主体的 な学習 を展開す るには、選択制授業 の実施が大

変効果 的であ る。

イ 選択制授業 の実施上 の課題 につ いて は、「好 きな(選 択 す る)種 目へ の偏 り」「生 徒

の活動計画 の不十分」等 の課題が上 げ られて いる。生徒 に種 目を選択 させ る際 に は、

第1学 年時 におけ る各運動 の楽 しさにふれ る既習経験が重要であ り、活動計画 の作成

には、 オ リエ ンテー ションの在 り方が キーポイ ン トとなって くる。

ウ 生徒 に学習計画 を立て させ た場合の考え られ る問題点 と して は、 「計画 に時 間 がか

か る ことや 「技能的 な問題」 に対す る懸念の意見が上 げ られて いる。生 徒の主体的 な

学習を支え る学習資料 の充実や技能の ポイ ン トに気付かせ る教 師の支援 を より探 る必

要が ある。
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お

ー

4実 証授業1(器 械運動)

(1)器 械運動の単元計画例(第2学 年対象 男女共習12時 間扱い)

① 単元計画例作成の考え方

○課題の解決に向けて学習計画を立てるために学習の見通 しが理解でき、課題の解決の手だてとなる練習方法等の学習資料を工夫する。

○学習計画の見直 しや改善の充実を図るために、友達同士による学び合いや協力 し合う場を数多く設定 し、仲間とのかかわ りの中で自己の学習を振

り返ることができるようにする。

② 単元名 器械運動:種 目選択(マ ット運動、跳び箱運動)

③ 学習のねらい

○生徒自ら学習計画を立て、課題を解決する能力を養 うことができる。

○安全に留意 し、課題の解決に向けて、仲間と協力 して練習 したり、教え合 ったりする中で、運動を楽 しみ技能を高めることができる。

段階 時数 学習内容 ・活動 支援の工夫 評 価

学

習

1

i ○ オ リエ ンテーシ ョン(学 習の仕方 にっいて)
○ 自己分析(試 技な ど)

○ 課題 の発見

Oグ ル ープ編成

へ学

習
の計

支画作

援成

既習経験からの気
付 きへの支援

○既習経験から運動の特性をより理解できるよ
うに助言する。
○自己の課題 に気付かせる。

○今身に付けている技能に適
した目標設定ができたか。
○資料が活用できたか。
○自己に適 した学習計画を立
てることができたか。

2 0練 習プランの提示
○学習計画の立て方1
0学 習計画作成

情報収集活用への
支援

0学 習計 画を立て るための学習資料 の活用 を促

す。(副 教材 ・カー ド)

学

習

皿

3
4
5

ねらい① く学
活 習
動計
へ画

のに

支基
援 づ

楽 しみ方への支援 ○仲間で励まし合える雰囲気づ くりを支援する。 ○仲 間 と励 ま し合 うことがで
きたか。

0自 己の能力等 に適 した学 習

計画 であ ったか。

○場 の工夫 がで きたか。

○仲間 とかかわ り合 うことが

で きたか。

○今 できる技 をよ り

巧 くで きるよ うに

す る。

○今 の力 に適 した学

習計画 を立 てる。

○学習計画の実行
○課題の明確化と解
決への手順
○技能、態度の自己・
相互評価

技の習得 ・技能向
上への支援

○学習計画が円滑 に実施できるように支援する。
0学 習資料を参考 に場の工夫にっいて考えるよ
うに助言する。

学び合いへの支援 ○仲間で上達を認め合い、教え合う雰囲気づ く
りの重要性に気付かせる。

6 ○グループでの学習成果の確認(小 発表会)
○技能、協力の自己 ・相互評価
○学習計画の改善や見直 し

へ学

習の
計

支画作

援成

既習経験か らの気
づきへの支援

○課題の解決に向けて、学習計画の具体的な改
善点や工夫の仕方にっいて検討するよう助言
する。

○改善や工夫がで きたか。

0技 が より巧 くで きたか。

○適 切 に補助がで きたか。

7 ○課題の再確認(新 しい技への挑戦)
○ グループの再編成 ・学習計画の立て方皿
○学習計画作成

情報収集活用への
支援

O学 習資料を参考に新 しい技の習得に向けて意
欲を高めるよう励ます。
○資料から補助の重要性に気付かせる。

8

9

10

ii

ね らい② 学
習
計
画
に

基
づ

く
活
動
へ

の

支

援

楽 しみ方への支援 ○安全 に留意 して新 しい技 へ挑戦 で きるよ うに
指導す る。

○技能 のポイ ン トを明確 に した練習 の工 夫 にっ
いて助言す る。

○安全 に留意 できたか。

○技能の ポイ ン トをっ かむ こ
とがで きたか。

○学ぶ姿勢がで きたか。

○学習資料が活用 できたか。

O仲 間 と協力す ることがで き
たか。

○新 しい技への挑戦
○高まった力に応 じ
た学習計画を立て
る。

○課題の設定と解決
への手lll頁

0学 習計画の実行
O技 能 ・協力等の自
己 ・相互評価

技の習得 ・技能向
上への支援

○上達 した仲間の動 きから、学ぶことの重要性
に気付かせる。
○っまず きの原因究明に学習資料の活用が効果
的であることに気付かせる。

学び合いへの支援 0仲 間 と協力 しなが ら課題 の解決 を図 ってい く
ことに気付 かせ る。

0発 表用連続技の組
み立てと学習

ま
と
め

12 ○学習成果の発表会
○技能 ・協力等の自己 ・相互評価
○まとめ

○互いに見合 うことの大切 さに気付力～せる。
O評 価活動へ充実 させるために観点を示すなど
の支援をす る。

■

○学 び合いができたか。
○適切な評価活動ができたか。
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(2)学 習指導計画例(実 証授業:12時 間扱いの3時 間目)

① 学習のねらい
○自ら立てた学習計画を基に、主体的に活動することができる。

○グループの学習進度に合わせ、学習計画の適切な修正ができる。

学習内容 ・学習活動 学習計画に基づ く活動への支援 支援による予想と期待される効果 評 価

は ユ 準備(グ ルー プごと)
学
・役割を明確にし、責任をもたせて安全に ・役割を明確にすることで効率よ ・協力 して準備がで きたか。

じ
・安全に留意

び 準備をするよう助言する。 く準備 がで きる。 ・学習内容が理解できたか。

2集 合 、整列、 出欠確認、 あい さっ A ・自己の課題を再確認するように示唆する。 ・自己の課題 が明確 にな り、仲 間
め 口

・出欠確認 ・健康 チ ェック
い
・本時の学 習内容を リーダーがわか りやす とともに学習内容を確認するこ

5 3本 時の学習内容の確認 へ く説 明で きるように支援す る。 とによ って、協力 し合 って学習

分 ・本時の学習内容と自己の課題の把握
の に取 り組 む ことがで きる。

4準 備運動、体力作 り(グ ループ ごと) 支 ・準備運動の意義にっいて再度気付かせる。 ・けが等 の事故防止 につなが る。 ・安全に学習活動へ取 り組む
・ス ト レ ッ チ 運 動 援 準備が で きたか。

な
5学 習計画に沿 った活動 技

へ能

・技の基礎的技能や動きが類似 した運動等

を段階的、系統的に練習することの大切

・技の習得を目指 して段階的、系

統的に練習をし、技能が身に付

・技を習得す るための手だて

が理解できたか。
・課題の解決に向けての学習

か

めあて1

学 習計画 に基づ いて、今 の力 でで きる

技 を楽 しむ ことがで きるよ うにす る。

の向

支上

援

さに気付かせる。
・課題の解決に向けて取 り組む中で、つま

ずいている生徒へ個別指導を行う。

いて い く。

・課題 の解決 に向けての学 習の進

め方が よ り明確 になる。

活動 がで きたか。

へ楽 ・互いに学び合い、認あ合う雰囲気を評価 ・学ぶ意欲 を高めることによって、 。仲間とともに器械運動を楽

6学 習計画の見直 し

く学習計画カー ドの活用〉

のし
支み援方

し、学 ぶ意欲 を喚起 す る。 器械運動 をよ り楽 しく行 うこと

がで きるQ

しむ ことがで きたか。

35 めあて2

学 習計 画を見直 して、今の力でで きる

技 を よりよ く巧 くで きるようにす る。
}

用既
へ習

の情

・学習の進捗状況を自己評価 し、学習計画
の改善点に気付かせる。

・自己評価や学習計画カー ドを参

考に、自ら学習計画の改善を図

・学習計画をより効果的に改

善できたか。

支報
・学習計画カー ドの効果的な活用方法にっ ることがで きる。 ・自己評価が適切にできたか。

分 7学 習計画に沿 った活動 援活 いて再度助言する。

・学習活動において仲間の動きを参考に、 ・課題の解決に向けて仲間か ら、 ・学び合 う楽 しさや喜びを味

8整 理運動 学 互いの技を観察 し合い、 ともに学び合う 学ぶ大切 さに気付 く。 わ うことがで きたか。

び ことの大切 さによ り気付 かせ る。

9自 己、相互評価(グ ルー プごと) 合 ・本時 のまとめに向 けて行 う自己、相互評 ・観点 が明確になったことにより、 ・学習計画に基づいた学習活

ま い 価の観点を明確に示すなどの支援をする。 適切な自己 ・相互評価ができる。 動を展開できたか。

と 10本 時 のま とめ へ

め の

10 11次 時の予定の確認 支

分 援
12片 づ け、 あい さつ、解散

※ 網掛けの部分は、重点的に支援する項目



(3)学 習計画へ の支援例(器 械運動)

生徒が主体的 に立 てる学習計画 の様式 は、下記 のとお り毎時間 ごとに学習計画 カー ドに学

習活動 を記入 で きるよ うに した。器械運動 において は、オ リエンテーシ ョンの中で、今 もっ

て いる力でで き る技 を組み合 わせて発表す るまでの4時 間 の学習計画 を生徒 に最初 に立て

させた.(下 記の資料 は'単 元計画の3紺[1
一支援例

学習計 画 カー ド① 年 組 番 氏名
(3時 間 目)選 択 した 種 目(マ ツ ト)運 動

☆1達 成 した い連 続 技 〈前 方 倒 立 回mび ・前転 ・開 脚 前 転 〉

☆2練 習 ① 〈今 で き る技 を練 習 〉→練 習 ② 〈今 で きる技 を よ りよ くで き

る練 習 〉→ 目標 達 成

あごを引く 練習①(前転)蟹 喬ξぜ1読る
【課題:足 を乞うえ てき れい にとに も気

回転す る】付 か
せ る。 足を老うえて六きく転 がる

。

腹筋にカをTれ る。 ※練 習時間の

かかとがマット1こつく直前に足を止める。 予定 と実際

マットを強く押す。

イ タ

板 の 活 用 を

支 援 す る。

〈場 の 工夫 〉

マ ッ トを 坂 にす る。

仲 間の 演技 を

見 合 い 、 互 い

に 助 言 し合 う

雰 囲 気 づ く り

へ の 支援 をす

る。

愈

@

練習②(開脚前転)
【課題:足 を き れ い に 伸ば す1

勢 い よ く六 き く 転 が る 。

か か と が マ ッ ト1こつ く 直 前1こ

足 を 開 く 。

か か とか ら床

に着 く とに

気 付 か せ る。

〈場の工夫 〉

マッ トをゆるやかな坂に

す る。

あ る程 度 の 勢 い が 大 切 な

とに気 付 か せ る。

次時の課題 開朧 の足をしつかりときれし囎1ま すようにす司

感想等 で謝 ところを貝含つてしつかりとチエツクする■

練 習 等 の 工 夫が で きた か A③C声 か けや ア ドバ イ ス が で き たかiA・B・ ◎

課 題 意 識 を もって 練 習 が で き たかA③c協 力 して練 習 が で きた か .;

※A=で き たB=ま あ ま あ で き たC=あ ま りで き な か っ た

一15一
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①

1

1

9
白

☆

☆

学 習 計 画 カ ー ド②

(4時 間目)選 択した種目(マ ット)運 動

達成したい連続技〈蔚万儒立幽転餓び・麓厳・爾脚翻転〉

練習①〈今できる技を練習〉→練習②〈今できる技を

よりよくできる練習〉→ 目標達成

大 き く転 が

る こと で

回転 に勢 い

が増 す こ と

を感 じ取 ら

せ る。

練習①(闇脚龍転 )

ひ と つ ひ とっ

の 技 を て い ね

い に 行 う こ と

を 助 言 す る。

【課 題:足 癒しっ瀞りこ 巴れ いに 伜膠 電 】

足 癒釜 弓えτ 穴eく 転"る 。

カ1"こ"ら しっか 輔こマYト 」こつ く.

マ 彫ト癒強 く押 す 。

〈場の工夫〉
、
…

雷5分 間

i

変 更

1

偏

学 習 計 画 カ ー ド③

(5時 間目)選 択した種目(7ッ ト)運 動

☆1達 成したい連続技く前宵飼立畠転蹴び・前転・繭脚蔚転〉

☆2練 習①〈今できる技を練習〉→練習②〈今できる技をよりよくでき

る練習〉→目標達成

背 中 を 反 ら

せ る こ との

重 要 性 に気

付 か せ る 。

補 助 の 大 切

さ に 気 付 か

せ る.

練習①(飼立71hジ)
【課 題:唆 定 し薦7■lyジ"冠 巴る】

著 鮪 壱し っか`膨 嘘る 。

背 中 壱 しっお叫 こ辰 ら 煙る。

箕 わ 尊い 。

あ{雲壱 離 電。

〈 場 の工 夫 〉

マYト 壱 丸6唖1=山 毫 つくる。

私 の器 械 運 動 オ リン1ピ ッ ク 日記
(Z」、発 表 会)

2年 組 番 氏名()班

バ ーr7「 「ト 壱 嬉 う 。

、

⑨

菊更

練習の進み

具合に合わ

せて時間の

変更をする

など、効率

よく練習す

ることに気

付かせる。

zo分 間

1

変 更

↓

【課 題:

両 腕 奄

aし り

あご1癒

`

第6時間目,0月10日(史) 発表する技(鶴方闘立回転饒び一縮転一隔脚

龍転)

目 標 εれ`略=披"冠eる 占ろにする.

7(15分D
発表して気づいたこと アドバイスチップを貼ろう

`

霧経 豊厳抜(簡 ● 麓

転}"霊 璽に惣e験`1.

篇 脚麓転r、 自分鯵

足 をあ 劇,爾`魯r`噂

いoε に気何`1慮.

醜 宵 口 血o厳 餓 び

惨 、自分 冒も●傷9翫

冒巴離己2ろ.

今で。。技をよ,で きるように11

3

3
i

i

繭脚蘭転鯵.も うφし旦壱停謬せ惨eれ`1に

2ε るこ2う 。

次時の課題 勢6壕 付叶℃庫壱ける。

爾●前転鯵、もうこ足讐隔くぺし'{

…
感想等 3わ"ら 怠い.

習等の工夫ができたか A{B}C
題意識をもって練習ができたか A⑪c

曲寛鯛立画転●び鯵、旦"停 びτいzeれ い

だっ慮.も うε反動壱僧けτも占`1の 署捗'=で き たB=ま あ ま あで き たC=旋

本時のできば えは 自 己 評 価 友 達 か らの 評 価

A(日)c A(司c
※A=よ くで き たB=で きたC=も う 少 し

翠

◎

⑱
練習②(繭盲鯛立画転疇び

【課 題:し っ"`1己 踏a切 る 】

助 魔 壱生 か しz躍 鄙 切 る.

循 助 奄し2653。

しっ"51こ 体 懸 反5らセ る。

旦 の顕`1上 κ 壱 厚くす る。
'Y

〈 場 の工 夫 〉

=/i‐?aト 聖使 う。

助 走 の カ をA

転 に 生 か す ▼

と に気 付 か

る。

で き る よ う に!

きたか A②C声 かけやアドバイスができたかA③C

陳習 が で き た か ④ ・B・C協 力 して 練 習 が で き た か A③c

あ まあ で きたC=あ ま りで き な か った

ε

S



(5)器 械運動 の実証授業 のま とめ

ま些

じ

め

な

か

ま

と

め

学

び

合

い

技

能

向

上

楽

し

み

既

習

情

報

学

び

合

い

支 援 の 工 夫 に よ る 成 果 と 課 題

○ 生徒 の感想欄 か ら、 自己の課題 の内容 が明確 に把握 で きていない ときに、教 師か らの

ア ドバイ スが うれ しか った と言 った感想 が多 く見 られた。

○ グルー プの リー ダー は、教 師の支援 によ って支 え られ、 リー ダー シ ップを発揮 して い

た。

◆ 十分 に 自己の能力等 に応 じた課題 を適切 に把握 で きていない生徒 がお り、試技 のや り

方 をよ り個 に応 じて工夫 し、実施 す る必要 があ った。

○ 生徒が作成 した学習計画の中に段階的、系統的に立てられた学習活動が多 く見受けら

れた。

○ 自分のできる技をよりよくしようとする意欲が、学習計画カー ドの感想か らも読みと

ることができた。

◆ ティームチィーチ ングによる個別指導を実施 したが、つまずきから抜 け出すことので

きない生徒がいた。生徒のっまずきを分析 し、教師同士の共通理解の もとに段階的につ

まずきを解決 してい く支援の在 り方が必要 となった。

○ 今 もってい る力で技 を楽 しむ場 の設定 に より、生徒一人一 人が楽 しみなが ら学習 に取

り組 んでい る姿を多 く見 ることがで きた。

○ 事後調 査 によ り 「補助 や ア ドバイ スをい っぱい した」 と答 えた生 徒が91%で あ り、学

び合いの学 習を評価 した ことによる効果 が現れた。

◆ 器械運 動の不得意 な生徒 は、 ア ドバ イスがで きない状況があ り、教師の フ ォローの も

とに ア ドバ イスがで きるよう支援 す ることが必 要であ った。

○ 既習経験か ら課題を適確にっかみ、解決に必要な学習情報を活用 して、学習活動に取

り組む生徒の姿を数多 く見ることができた。

◆ 自己評価の既習経験が少な く、学習計画カー ドを見て も改善点を明確に示す ことがで

きた生徒 は少なかった。第1学 年時での評価活動の必要性と自己評価等の評価活動の場

を多 く設定する必要があった。

○ ア ドバイスチ ップカー ドなどを多用 し、互いに教え合 う活動は、活発に行われていた。

その結果、事後調査における感想 には、「みんなで見合った」「教えて もらった」等の言

葉が多 く見受け られた。

◆ 自己 ・相互評価活動の経験不足や学習資料(学 習計画カー ド等)の 不十分 さから、自

己 ・相互評価の時間を十分に確保することと、よりわか りやすい学習資料を作成する必

要があった。

※学 び 合 い=学 び合 い へ の支 援 、 技 能 の 向上=技 の習 得 、 技 能 の向 上 へ の支 援

楽 しみ=楽 しみ方 へ の支 援 、 既 習=既 習経 験 か らの気付 きへ の支 援 、

情 報=情 報 収 集 活 用 へ の支 援(○=成 果 、 ◆e課 題)

※ ア ドバ イ スチ ップ カー ド=生 徒 同士 の学 び合 いの中 で互 い に ア ドバ イ スを記 入 す るカー ド

一17一
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5実 証授業2(球 技)

(1)球 技の単元計画例(第2学 年対象 男女共習13時 間扱い)

① 単元計画作成の考え方

○チームや自己の課題の発見から解決までの学習計画を生徒に作成させ、より主体的な学習活動の充実を図る。

② 単元名 球技:種 目選択(バ スケットボール、バレーボールより1種 目選択)

③ 学習のねらい

○チームや自己の能力に適 した課題を見付け、その課題の解決に向けて、自ら学習計画を立てて主体的に取 り組むことができる。

○対戦相手に応 じた攻防の作戦を立て、勝敗を競い合う過程や結果か ら楽 しさや喜びを味わうことができる。

段階 時数 学習内容 ・学習活動 支援の工夫 評 価

学

習

1

-

～

4

【オ リエ ン テー シ ョン】
・種 目 の選 択

・学 習 の進 め 方 の 確 認(学 習 資 料 、 カ ー ドの活

用 の仕 方 、 活 動 マ ナ ー等)
・グ ル ー ピン グ(チ ー ム決 め、 役 割 分 担)

【試 しの ゲ ー ム 】
・運 動 の特 性 に触 れ る楽 しさ や喜 び を 味 わ う。

・チ ー ム や個 人 の課 題 を見 付 け る。

・ル ー ル を確 認 す る。

【学 習 計 画 を立 て る① 】
・学 習 計 画 の作 成(練 習 、 ゲ ー ム の工 夫)

学
習
計
画
作
成
へ

の

支

援

既習経験

情報収集

学び合い

・運動の特性を再確認 させるために、資料を用いて説明する。
・学習計画の作成に必要な資料や学習カードを配布 し、活用の仕

方が理解できるように説明する。
・適切なグルー ピングが行われるように助言する。

・運動の特性が理解できているか。
・資料や学習カー ドの活用の仕方を理解で

きているか。

学び合い

既習経験

情報収集

・チームカー ドの活用を促 し、チームの動 きを観察することから

課題を見付ける手だてに気付かせる。
・個人の課題を確認する学習の手がかりとして、自己評価カー ド

の活用を図るよう助言する。
・試しのゲームを ビデオに撮 り、課題の発見や作戦を立てるため

の資料として提供する。

・チ ー ム カ ー ドの活 用 がで きて い るか。

・チ ー ム や個 人 の課 題 を見 付 け る こ とが で

きて い るか 。
・自チ ー ムや 相 手 チ ー ム の特 徴 を っ か む こ

とが で きて い るか 。

学び合い

情報収集

・互いに意見を出し合って計画を立てるように助言する。
・資料や ビデオ、学習カー ドを有効に使 って練習内容を決めるよ

う助言する。

・ビデオ等の情報の活用ができているか。
・チームや個人の課題の解決に応 じた学習

計画ができているか。

学

習

皿

「D

ρ0

7

活学

動習
計
へ画

のに

基
支づ

援く

技能向上

学び合い

・つまずいている生徒に対 し、原因に気付かせるための個別指導

を行う。
・仲間との協力のもと、練習の中で互いにアドバイスすることの

大切さに気付かせる。
・リーダーを中心に互いに教え合い、励まし合っているグループ

を賞賛 し、学び合 う学習の雰囲気を高める。
・学習活動後の自己 ・相互評価を次時の学習計画の改善 ・見直し

に役立てる必要性に気付かせる。

・計 画 に沿 った練 習 が で きて い るか 。

・互 い に協 力 した活 動 が で きて い るか 。

・主体 的 な活 動 が で きて い るか 。

・自己 ・相互 評 価 を次 時 の 学 習 計 画 に役 立

て る こ とが で きて い るか 。

ねらい1
チームや個人の課題の解決を図るとともに、
作戦を立ててゲームを楽しむ。

【第1次 リー グ戦 】

a 【確 認 の ゲ ー ム 】
・練 習 の成 果 の確 認

・新 た な 課 題 の発 見

・相 手 チ ーム の特 徴 の把 握

・ル ー ル の 工 夫

楽 しみ方

情報収集

・練 習 の成 果 や相 手 チ ー ム の特 徴 を把 握 す るた め 、 チ ー ム カ ー ド

が 有 効 で あ る こと に気 付 か せ る。
・ゲ ー ム の様 相 を ビデ オ に撮 り、 課 題 の 発 見 や 学 習 計 画 の 改 善 ・

見 直 しの資 料 と して提 供 す る。

・意欲 的 な活 動 が で きて い る か。

・チ ー ム カー ドの 有 効 な活 用 が で きて い る

か。

9

10

11

成学
へ習
の計

支画
援作

情報収集 ・これ ま で の練 習 や ゲ ー ム か ら、 自己 や 自 チ ー ム の能 力 を 生 か し
て作 戦 を立 て る こ とに気 付 か せ る。
・確 認 の ゲ ー ム の ビデ オ を活 用 して 計 画 を 立 て る。

・チ ー ムや 個 人 の課 題 の解 決 に 向 け て学 習

計 画 どお り に学 習 活 動 が で きて い るか。
・自チ ー ムや 相 手 チ ー ム の特 徴 を よ りっ か

む こ と がで きて い るか。

ねらい2
よ り高い技能の向上を目指して、課題の解

決を図るとともにチームや個人の特徴をよ
り生かした作戦を立ててゲームを楽しむ。

【学習計画を立てる②】
・より高い技能の向上を目指 して課題の解決の

ための学習計画の作成
・チームの特徴をより生かした作戦を立ててゲー

ムを楽むための練習のY夫

【第2次 リーグ戦】

活学

曙

誰
支彗
援 く

技能向上

学び合い

・生徒の活動状況から練習の工夫 ・改善について、適宜助言する。
・ア ドバイスや協力しあって練習を進めることの重要性に気付か

せる。

・計 画 に沿 った 練 習 が で きて い るか 。

・主 体 的 な活 動 が で きて い るか 。

楽 しみ方

学び合い

・お互いの良 さを認め合い、互いに高めていく姿勢をもっように

助言する。
・学習への取 り組みの中でよい点を取 り上げ、その成果を適切に

評価 し、学習への意欲を一層喚起する。
・お互いの意見交換の重要性にっいて気付かせる。

・作戦 を 生 か した ゲ ー ム運 びが で きて い る

か。
・チ ー ムの 中 で 互 い に協 力 して 課 題 の 解 決

を 図 る こ とが で き たか 。

ま
と
め

12

13

【まとめのゲーム】
・練習や作戦の成果の確認
・ルールの工夫

【全体のまとめ】
・学習の評価

※ 学び方への支援 既習経験 既習経験からの気づきへの支援

技能向上 技の習得 ・技能の向上への支援

情報収集:情 報収集 ・活用への支援

楽 しみ方:楽 しみ方への支援

学び合い 学び合いへの支援
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(2)学 習指導計画例(実 証授業、13時 間扱いの7時 間目)

① 学習のねらい

C学 習計画に基づいて主体的に学習活動に取 り組むことができる。

○課題の解決に向けて、練習やゲームを工夫し、互いに協力 し合い、教え合い、励まし合いながら課題の解決を図る。

学 習 内 容 ・ 活 動 学習計画に基づ く活動への支援 支援による予想と期待 される効果 評 価

1準 備運動 へ 学 ・キ ャプテ ンの フォmを 適 ・キャプテンを中心に主体的に活動す ・主体的な活動ができて

は
・準備運動 の び 宜教師が行 う。 る 。 い る か 。

・あ い さ っ 支合
じ ・出欠確認、健康状態の確認 援 い

め 2本 時の学習計画の確認 収既 ・学習資料を掲示 し、学習計 ・学習計画に基づいて課題の解決に向 。計画を確認 し本時の課

8

分

・チ ームごとに本時の学習計画及 び課題 の確認

・キ ャプテ ン同士 の打 ち合わせ
集習
.経験

活情

画及 び課題 を確認 で きるよ

うにす る。
・キ ャプテ ン同士 の話 し合 い

けた学 習活動が は じめ られる。
・他 のチ ームと協力 して学習活動 が行

え る。

題が把握できているか。
・練習の場や時間の使い

方の工夫ができている

用報 の場を設定する。 か 。

巨 一ムや個人の課題の辮 郵 なが・ゲームを楽・軌

技
能

・個別 に声 をかけ、示範 や助

言 を しなが ら技能 の ポイ ン

・種 目の特性 に対 す る理解が深 まる。
・技能 のポイ ン トに気 付 き、個 の課題

・課題に対 して意欲的に

取 り組むことができて

3本 日の第1次 リーグ戦 前半戦
向
上

トに気付か せる。 に意識 を もって練 習で きる。 い る か 。

な へ
・互 いに技能面 でのア ドバイ ・生徒同士で技能を高め合うようにな ・課題意識をもった練習

4課 題の解決のための練習 の スを し合 うよ う助言 する。 る 。 が できているか。

〈予想 される活動の例〉 支
・課題に応 じた学習活動がで ・チームの課題を再確認 し課題意識を ・技能 を高 め合 うことが

か 【バ レーボール選択】 【バスケ ッ トボール選 択】 援 きて いるか確認 し、励 ます。 高めて学習活動ができる。 で きて いるか。

○課題:レ シー ブを強化

す る

○課題:パ スを使 って攻撃
できるようにする

・互 いに仲間 と協力 しあい、 ・仲間同士での学習によって学び合 う ・仲間同士協力 しあい、

32
・円陣 パス

・対人 レシー ブ

・対 面 パ ス

。2メ ン パ ス

楽
し
み

励まし合いなが ら学習に取

り組む場を設定する。

意欲が高 ま り、学習 が一層楽 しくな

る。

励 ま し合 いなが ら学習

がで きて いるか。

・サ ー ブ レ シ ー プ ・ハ ー フ コ ー ト3対2

方
・プ レーに対 して助言 を し、 ・チームで協力 して楽 しみなが ら練 習 ・チー ムで楽 しみ なが ら

へ 雰囲気を高あるために励ま ゲ ームを行 えるよ うになる。 練 習やゲー ムがで きて

分 めあて2

チ ームや個人 の課題 の解決 を図 ると ともに、 チーム

の特徴 を生 か した作戦 を立 ててゲームを楽 しむ。

の

支

し、賞 賛す る。

・よ り効 果的な作戦を立て る

ためのチー ムの特徴 に気付

・チームー人一人が役割 に応 じて活動

し、作戦 どお りにゲームを進 あ るこ

とがで きる。

い るか。

・チ ームの特徴を生か し

援 た作戦ができているか。

5本 日の第1次 リーグ戦 後 半戦 かせ る。

6本 時の学習のまとめ 学 ・本時のまとめの際に学習カー ・本時の活動 を振 り返 る ことによ り、 ・課題 は解決 で きたか。
ま
と
・チームで本時の学習活動の評価(課 題解決につながっ 父 ドの活 用を促す。 チ ームや個人の良 くな った点 や新 た ・互 いに意見 を出 し合 う

め
たか協力 して活動で きたか 等) 目 ・本時のまとめか ら次時のゲー な課題を見っ ける手がか りとな る。 ことがで きてい るか。

・次時 のゲ ームに向 けての作戦 を立 てる。 へ ムに向けて作戦を立てる際 ・次時のゲ ームへ の見通 しを もっ こと ・次 時への見通 しを もっ
10 の

分
7あ い さっ

支
の必要なポイントに気付か がで き、意欲 も高 まる。 ことがで きてい るか。

援 せ る。



(3)学 習 計 画 へ の支 援 例(球 技)

生 徒 が主 体 的 に立 て る学 習 計 画 の様 式 は、下 記 の とお り毎 時 間 ご とに学 習 計 画 カ ー ドに

学 習 活 動 を 記 入 で き る よ う に した。 球 技 で は、 オ リエ ン テー シ ョン の 中 で 、 「チ ー ムや 個

人 の 課 題 の 解 決 を図 る こと を通 して ゲ ー ムを 楽 しむ 」 こ とを ね らい に4時 間 の学 習計 画 を

生 徒 に最 初 に立 て させ た。(下 記 の資 料 は、 単 元 計 画 の5時 間 目)

掌 冒 計 西 カ ー ド1組 バ レ ーボ ールB班 キ ャプ テン=

サー ブを 入 れ る。 サー ブ レシ ーブ がで き るよ う

チ ームの課 題 にす る 。蔵 極的 にボー1しにさわ る。

チ ー ム 内 で

の 共 通 理 解

の 重 要 性 に

気付かせ る。

(1回 目) 日 時 10月17日(火) 第5校 時

本時の 課題 ○サー ビス、サーヒスレシーブの向上

O分

8分

30分

50分

○用具の準備、準備運動

○集合 、整列、出欠、班員の体調の確認

○班 ごとに本時の課題 、ゲ ーム ・練習 内容 ・ポイン トの確認

【第1次 リー グ戦(前 半)】

【課題の解決 のための練習 】

○円陣バ ス

互 い に ア ドバ イ ス

し あ う雰 囲 気 づ く

りを支 援す る。

○サ ーブ 、サ ーブ レシーブ

学 習 資 料 の活 用

を促 す。

08の 字バス

○ゲームに勝つ

【第1次 リーグ 戦(後 半)】

-
ll

支 援 例

その練習で意識することは?

○とにかく落とさないようにつな

げる。

ボ ー ル を と らえ るポ イ ン ト

や位 置 に気 付かせ る。

○味方1こ返すようにする。

○サーブを前からでモいいか

ら、とにかく相手コートに入

れる。

○つなげたあとすばやく動く。

ワ ンバ

ウ ン ド

を用 い

るな ど

の 工 夫

に気 付

か せ る。

本時の学習のまとめ

本時の反省

次時の課題 ・学習計画の確認

個人カー ドの記入

あ いさつ、後 片づ け

話 し合 いの場 を設定 し、個 々

の声 を反 映 させ るよ うに助言

す る。

本

時

の

評

価

○協力 して準備 ・片づけができた

○協力して練習できた

○課題意識をもって練習できた

○声かけやアドバイスし合えた

O技 能が向上した

○楽 しく練習やゲ ームができた

○課題が解決できた

⑧BC

⑧BC

⑧BC

A●C

⑧BC

BC

ACC

練習 の反省 ・気づ いた こと

試台のときボー/Lを ゆず

り台っていたから、頼極的

に

さわるように心がける。

A=で きたB=ま あまあで きたC=あ ま りで きなか った

一20一
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(4)球 技の学習指導例

チームの課題

(2回 目〉

廿一7を λれる。サー7レ シー「z力窩τ絶 るようにする。

積極的にボールにさねる。
〈3回 目〉

日 時110月18日(水)第6校 時ll日 時110月23日(

本時の課題 ○*一 ビス、レシー7、スパイ

○積極的にボールにさわる。

rバ
レ ー ボ ール チ ー ム カ ・一 ド

.

名 前 サーブ 得 点 サーブ レシーフ' トス スパイク がんばり度O分

8分

30分

50分

○用具の準備、準備運動
○集合、整列、出欠、班員の体
○班 ごとに本時の課題、練習内

A

3点 6本 1本 Z本 BC

■

良かった点1廿 一"7力隔よくλっτいた。:

ア ドバイスLシ ー7す るこき捗もっこ腰を価くしよう。【第1次 リーグ戦(前 半)】

【課題の解決のための練習】
一 一 甲 曹

B

点13本iZ本10本IA③C
○円陣パス

08の 字パス

○サービス

○スパイウ

打点に気

付かせ る。

良か・た点i

アドバイス1子 一ムの中心こしτよくやっτいた。

C

点i3本i1本lO本lAUC

良かった点i

アドバイスiサ ー7こ しシー7の 練習力薗必専

D

点13本10本i1本lA⑧c

良かった点iレシー「z練習力置必専

アドバイスi声1き出しτいτよかつた。

【第1次 リーグ戦(後 半)】(10

E

1点16本1Z本lO本IUBC

良かった点;

アドバイスiもうち。。こ嗣 き,τや。筋 脚`、

本時の学習のまとめ
本時の反省
次時の課題 ・学習計画の確認
個人カードの記入

F

、

5点17本11本10本1⑳BC

良かった点i

ア ドバイスiし シー7押 よカ1つた。ミスカ1少なかつた。

あいさつ、後片づけ

L

☆ゲーム結果1セ ッ ト目15対132セ ッ ト目15対11

☆チームの特徴:活 気がある。掠術的に信未知の世界

☆チームの課題本

時

の

評

価

○協力して準備 ・片づけができた '

○協力して練習できた c

○課題意識をもって練習できた C
1

サーブ をTれ る 。サ ーブ レシーブ がで き るよ う

にする 。積極 的にボ ー几にさわ る。
'、

○声かけやアドバイスし合えた ズ

○技能が向上した

○楽しく練習やゲームができた

C-一》

F○課題が解決できた
「 辱 一 一

: ※A=よ くがんばったB=が んばったC=も う少 し

第7校 時

z取`1組 お。

れるoこ 。 ○声を出すoと 。

匡動
班員の体調の確認
亘、練習内容、練習のポイン トの確認

半)】

練 習】

ボールを

よ く見る

ことに気

付かせる。

その練習で意識することは?

○与やんこ相手に返すようにする。

○手奄伸惨しZ手 首の上にあτる・

○ジャン7し なくτもいいから、手の

ひらにあたiるようにする

半)】(10分) 結

果 28対24

t画の確認

雪た ⑧BC

④BC

A●C

⑧BC

④BC

OBc
④BC

練習の反省 ・気づいたこと

骨一ビスのこき女子悟ひじ

力噛 がっτいτ、カガ薩λっτ

いなかっ鳶。

トスミス力置あった。



(5>球 技 の実証授業 のま とめ

は

じ

め

な

か

ま

と

め

学
び
合
い

既

習

情

報

技

能

向

上

楽

し

み

方

学

び

合

い

支 援 の 工 夫 に よ る 成 果 と 課 題

○ 教 師の支 えによ って、 リーダーは自信 を もって リーダーシ ップを発 揮 して いた。

○ キ ャプテ ン同士 の話 し合 いによ り、課題 の解決 に向 けた練習が円滑 に実施 され た。

O個 人カー ドの学習のまとめから課題を意識 して練習できたとする生徒が96.7%(ま あ

まあできたも含)お り、学習資料の掲示が効果的であった。

◆ 学習資料を十分に生かしていない生徒がおり、一層の個別指導が必要であった。

○ 個人 カー ドの反省欄 に 「サー ブの時 に肘 が曲が っていた」等 の技能 のポイ ン トに気付

いた記述 が多 く見受 け られた。

○ 教 師の師範 や技能 のポイ ン トに気付 かせ る指導 は、効果的で あ った。

○ 事後 の調査 か らア ドバイ スをよ くして もらった とする生徒が62%お り、互 いにア ドバ

イ ス し合 う学 習がで きてい った。

◆ ア ドバイ スを した生徒(ア ドバイスで きた、少 しで きた とす る生徒合わせて62%)は 、

あ る程度 限 られた生徒 に偏 ってい る傾 向があ った。 どの生徒 で も気付 いた ことが言 い合

え るようにす るため に、教 師の励 ま しと仲 間同士 の認 め合 いをよ り高める必要があった。

○ 練習内容によってキャプテン同士が話 し合い、場を工夫 して安全に練習することがで

きていた。

○ 事後調査か ら約80%の 生徒が協力 しあい、励 まし合いながら活動できたと回答 してお

り、場の設定が効果的であった。

○ ルールを工夫するなどして、生徒一人一人が自己のもっている力を発揮できるように

工夫 したことが効果的であった。

◆ 技能の習熟度を気にしている生徒がお り、チームの中で決め られた一定の役割だけを

行っていた。技能の向上に対する意欲を高ある教師の支援が必要であった。

○ 学習カー ドの評価項目欄を生徒が活用 し、本時の学習の振り返 りや反省点、学びとっ

たことなどが記述されてお り、学習の進捗状況の把握や新たな課題を見っける手がか り

とな っていた。

○ 事後調査によると89%の 生徒が、学習カー ドや本時のまとめか らゲームを分析 し、学

習資料をもとに作戦を立てるポイントに気付いていた。

◆ 技能があまり高まらならなかった生徒が13%お り、技能の向上にっまずきのある生徒

への十分な個別の支援が必要であった。

※学 び合 いe学 び合 いへ の支援、技能の向上=技 の習得、技能の向上への支援

楽 しみ=楽 しみ方へ の支援、既習=既 習経験か らの気付 きへの支援、

情報=情 報収集活用への支援(Oe成 果、◆=課 題)
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V学 び方への支援のまとめ

学 び 方 へ の 支 援 の 工 夫 学 び 方 の 内 容

既習経験か らの気付 きへの ・オ リエ ンテー ション時 に、運動 の特 ・運動を楽 しみながら過去の運動経

学 支援 性にふれることができるように試技 験や自己の能力の把握から、適切
習
計
〈支援の観点〉 や試 しのゲームを工夫す る。(器 械 ・ な課題や目標を発見することがで

画
・過去の運動経験 球技) きる。(器 械 ・球技)

作 ・自己の能力の把握
成
学 へ 情報収集 ・活用への支援 ・学習計画を立てるために資料等の活 ・自己の能力に適 した課題を発見 し、
の

支 〈支援の観点〉 用を促す。(器 械 ・球技) その解決に向けて 創意工夫ある

援 ・活用の仕方の理解 学習計画を立てることができる。
。学習計画作成の仕方の理解 (器械 ・球技)

楽 しみ方への支援 ・運動 の機能的特性 に気付かせ る。 ・今 もってい る力で運動 を楽 しむ ご

学 〈支援の観点〉 (器械 ・球技) とがで きる。(器 械 ・球技)

習 ・生涯体育への基礎づくり
計

習 画 技の習得 。技能向上への支 ・段階的 ・系統的な学習活動を展開で ・つ まず きの原因を究 明 し、新 たな
に 援 きるよ う助言 し、技 の習得 へのっ ま 技の習得ができる。(器 械)
基
づ
〈支援の観点〉 ずきに気付かせる。(器 械) ・課題の解決 に向けて練習やゲーム

く
・適切な課題の発見 ・チ ームや 自己の課題 の解 決に向 けて を工夫することができる。(球技)

活
・課題の解決への取組 の ポイ ン トに気 付かせ る。(球 技)

動
へ 学び合いへの支援

・仲 間 との励 ま し合い、協 力 し合いの ・仲間と励まし合い、協力 して学習

の 〈支援の観点〉 場を多 く設定する。(器 械 ・球技) で きる。(器 械 ・球技)

支
・生徒同士の人間関係 ・仲間で上達を認め合い、教え合う雰 ・仲間同士で互いに学ぶ雰囲気づ く

1 援 ・教 え合い、励 ま し合い 囲気づくりの重要性 に気付かせる。 りがで きる。(器 械 ・球技)

・チー ムの雰 囲気 (器械 ・球技)

学 既習経験からの気付 きへの
・課題解決に向け、学習計画の具体的 ・課題解決に向けて学習計画を基に

学 習 支援
な改善点や工夫の仕方について気付 学習 に取 り組む ことがで きる。

計 かせ る。(器 械 ・球技) (器械 ・球技)

画 情報収集 ・活用への支援 ・練習方法や場の工夫の必要性 に気付 ・練習方法や場を工夫することがで

作 かせ る。(器 械) き る。(器 械)

成 ・自チー ムや相手 チームの特徴 を より ・自チー ムや相手 チームの特徴 をつ

へ
的確につかむことの重要性に気付か かんで作戦を立てることができる。

の
せ る。(球 技) (球技)

支 ・作戦を生か したゲ ームがで きる。

援 (球技)

楽 しみ方への支援 ・技能のポイ ントを明確にした練習の ・効果的な練習ができる。(器械)
習
学 仕方について助言する。(器 械) ・仲間と協力 しなが ら学習すること

習
計

・チームの中で互 いのよさを認あ合 い、 がで きて いるか。(球 技)

画 高め合って学習を行うように意識付

に ける。(球 技)

基
づ 技の習得 ・技能の向上への ・技が よりよ くで きるように技能の ポ ・技を組み合わせて、発表がよりよ
く 支援 イ ン トに気付かせ る。(器 械) くで きる。(器 械)
活
動

・作戦を生か した攻防を行うのために ・作戦を立て役割 に応 じて、 チーム

へ 必要な助言する。(球技) や自己の能力を生か してゲームが

の で きる。(球 技)

皿

支
援 学 び合いへの支援 ・仲間と協力 しなが ら課題の解決を図 ・仲間と共に充実感や満足感を得る

るよさに気付かせ る。(器 械 ・球技) こ とが できる。(器 械 ・球技)
『
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Vl研 究のまとめと今後の課題

1研 究の成果

選択制授業 において、 自ら学習計画 を立 て、課題 を解決す る自主的 ・自発的 な学習活動 の

一層の充実 を図 るため に、各運動 の特性 に応 じた学 び方 への支援 の工夫が必要であると考え、

次の5っ の観点 か ら実証 を行 い、成果 があ った。

〔学習計 画作 成へ の支 援〕

(1)「 既習経験 か らの気付 き」へ の支援 の工夫

① オ リエ ンテーシ ョンの中 に試 しの技や試 しのゲー ムの時間 を設定 した ことは、 自己の

課題 に沿 った学習計画を立て ることに役立 ち、生徒 が意欲 を もって体育学習 に取 り組 む

ことにっ なが った。

② 既習経 験か らの学習活動へ の工夫等を引 き出す ことによって、学習計画 の改善 や見直

しを図 ることに効果的で あった。

② 「情報収集 ・活 用」 への支援 の工夫

① 学習計画 を立て るために学習資料や学習 カー ドの活用を促 す ことは、 チー ムや個人 の

課題 に応 じた学習計画 の作成 に効果的で あ った。

〔学習計画 に基づ く活動へ の支援〕

(3)「 楽 しみ方」 への支援(運 動 の特性 に触 れ る支援)の 工夫

① 自 ら学習計画 を立て る ことによ って、課題 を解決す る自主的 ・自発的な学習活動がで

き、生徒同士 で協力 し、楽 しみなが ら体育学習 に取 り組 む ことがで きた。

(4)「 技の習得、技 能向上 」への支援 の工 夫

① 生徒 同士 の ア ドバイスによ り、苦手 な生徒 も含 め技能 の習得や 向上 にっ なが った。

② 技能 のポイ ン トに気付 かせ る支援 は、技能 の習得 や向上 に効果的で あ った。

(5)「 学 び合 い」へ の支援 の工夫

① 学習活動 に仲 間 との教 え合 いや励 ま し合 いの場 を多 く設定 した ことによ り、学 び合 い

への意識 が高 ま り、技能 の向上 や課題 の解決 にっ なが った。

② 学習 カー ドを使 っての本時 のま とめは、本時 の成果 の確認や新 たな課題 の発 見な どの

意欲 の向上 にっなが った。

2今 後 の課題

(1)学 習計画 を作成 す るための資料 をよ り簡略化 し、 よ りわか りやす い ものにす る必要 があ

る。

(2)第1学 年時 におけ る各運動種 目の既習経験 が十分 でない生徒 がお り、第1学 年 時 におけ

る各運動種 目の指導 の充実 が一層必要 であ る。

(3>学 習計画 の作成 や学習活動 の工夫等 に当て る時間 を十分 に とる必要 があ る。

(4)学 習計画 の改善 ・見 直 しに向けた取組 において、十分 に課題 が把握 で きていない生徒 が

見受 け られ、 自己の能力等 に応 じた適切 な課題 の発見 の仕方 をよ り工夫 す る必要 が あ る。
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